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70 日から 1 歳までの間に 1 回牛痘接種するよう規定していた。ところが、総督府は牛痘
を 2 回接種するよう変更した。接種時期は生後 90 日以降、そして最初の接種から 5 年以
後であった。1 回目の牛痘が不善感［種痘の効果が現れず免疫が生じない状態─訳者注］の場
合、再び接種しなければならない。再種痘の時期が 5 年後になったのも日本の場合とは異
なった。日本においては 1 回目と 2 回目の間を 10 年に定めていた 
7
。接種は毎年春秋の 2
回実施したが、痘瘡発病の場合には臨時で種痘を実施した。
　牛痘は定められた日にち、定められた場所で実施された。日頃から作成されている戸口
調査簿や特別に作成された種痘名簿にしたがって日にちと場所が通告された。接種には医
療人あるいは種痘認許員があたったが、指揮は警察がとった。警察は作成された名簿と対
照しながら指揮し、警察医と公医が職務の一環として牛痘接種を実施した。種痘認許員に
は給料が支給されたが、強制接種に加担させるための措置であった 
8
。
　男女の別を重んずる儒教的慣習のため、朝鮮人の女性が男性の施術者から接種を受ける
ことを忌避するケースが生じると、総督府は女性の種痘認許員を育成した。朝鮮人啓蒙の
ための総督府の努力も相次いでなされた。痘瘡の発生の原因が牛痘未接種にあることを知
らせるため、痘瘡が発生すると警察が患者を訪問して牛痘接種の有無を調査し、痘瘡が発
生したのはほとんど未種痘者や接種してから長く経った人であることを周知した 
9
。1922
年には牛痘の効果を知らせるための宣伝映画を制作し、その普及にも取り組んだ 
10
。
（2）朝鮮牛痘令の頒布と強制性の強化
　強制接種の効果は数字に表れた。韓国併合を行った 1910 年に大規模に牛痘を実施した
結果、接種人口は 122 万人を超えた。1909 年に比べて 54 万人、つまり約 80％増であった。
総人口の約 10％にあたる数字であった。牛痘が広まるにつれ、痘瘡は減少していった。
1913 年総督府は「痘瘡ノ殆ト絶滅ニ近ツキ……」と評価した 
11
。
　総統府の期待が裏切られたのは 1919～ 20年の時期であった。1919年には 2140人の患者、
700 人の死亡者、翌年には 1 万 1532 人の患者、3614 人の死亡者が発生した。1915 ～ 17
年の患者数 50 人未満・死亡者数 10 人以下に比べると驚くべき数字であった。総督府は痘
瘡患者の急増の原因を三・一運動に求めた。万歳示威が全国的に拡大すると、警察が鎮圧
に動員され、その結果、衛生活動には手が回らなかったというのである 
12
。三・一運動の目
標が植民地支配に対する抵抗であったため、朝鮮人も警察の衛生業務に協力しなかった。
民心は明らかに動揺していた 
13
。
　ところが、三・一運動の余波が鎮まった後の 1922 年・1923 年にもそれぞれ 3000 人を
 7 「種痘に関する警務総長訓令」（『朝鮮彙報』5、1919）157 頁。
 8 白石保成『朝鮮衛生要義』（1918）350 頁。
 9 『朝鮮総督府施政年報（1911）』（1913）348 頁。
 10 『朝鮮警察の概要』（朝鮮総督府 警務局、1927）188 頁。
 11 『朝鮮総督府施政年報（1913）』（1915）213 頁。
 12 關水武「朝鮮の衛生状態と伝染病に就て」（『朝鮮及満洲』189、1923）33 頁。
 13 原親雄「種痘の励行に就て」（『警務彙報』180、1920）3 頁。
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上回る患者や、1000 人以上の死亡者が発生した。連続しての痘瘡の大量発生に総督府は
緊張した。新たな措置が必要であった。 
　1923 年に頒布された朝鮮種痘令は総督府が立案した新しい措置であった。朝鮮種痘令
の内容の核心は、従来 2 回に分けて受けることになっていた牛痘接種の回数を 3 回に増や
したことであった。1 回目は生後 1 年以内、2 回目は 6 歳、3 回目は 12 歳であった。さら
に接種年齢の制限をなくした。この二つの内容はすべて日本本国の種痘法と異なった。日
本の牛痘接種回数は 2 回で、成人は接種対象外であった。
　総督府は種痘令公布の背景を牛痘接種の不足に求めた。朝鮮で発生していた痘瘡患者の
中にはすでに牛痘を接種した人々が含まれており、接種を受けてない人々より多いケース
も現れてきた 
14
。免疫期間も通例とは異なっていた。種痘令が公布される前までは牛痘の免
疫期間を 10 ～ 12 年と想定する場合もあった。しかし、牛痘の免疫期間が大体 5 ～ 6 年で
あるという事実は種痘令公布以前からすでに知られていた。このような状況で再び免疫期
間を問題視したことは、総督府が痘瘡蔓延の原因を牛痘接種回数の不足に求めていたこと
を物語っている。
　それに総督府は日本とは異なり、成人も接種対象に含めていた。朝鮮では日本と異なり、
牛痘を一度も受けなかった成人が少なくないと見積もっていたためである 
15
。朝鮮人の劣悪
な衛生意識を念頭に置いていたのである。つまり、種痘令は、総督府が衛生思想の不徹底
を理由に接種回数を増やすためにつくった法令といえる。
　牛痘接種に関わる医療人の範囲が拡大されるにつれ、一般の地方行政組織の介入範囲も
広がった。種痘令が公布されてから、牛痘接種費用を府面が負担するようになった。痘苗
を含むその他の雑費の支払い先を警察から、府面を含む地方行政組織に変更した。しかし、
基本的に他の衛生行政と同じく牛痘接種が警察を中心として行われたことには変わりがな
かった。その理由として、牛痘を広めるのに警察の方がより効果的だという認識があった。
地方組織が行う牛痘接種より、「警察官署で施行する方が良好な結果」が得られると考え
た 
16
。
　しかし、警察が続けて牛痘接種を担当することによって、強制性は次第に強化されていっ
た。接種予定者に一定の時間と場所を公に周知して接種を実施するやり方にとどまらず、
未接種者を積極的に把握しようとする活動が展開された。たとえば、郵便局や公会堂のよ
うな市内の主要建物に一種の監視所を設置して通行人の接種有無を確認し、未接種者が見
つかると車に乗せて警察署に送って牛痘を接種させた。警察が戸別訪問によっていちいち
種痘証を検査し、未接種者を発見すると同じく警察署へ送り、牛痘を接種させることもあっ
た。
　種痘令の発布によって接種回数が 3 回に増え、強制性は次第に強化された。種痘令が発
布された翌年の 1924 年、痘瘡患者数は 439 名であった。この数字は、前年度の 3722 名に
 14 井野場粂次郞「驢痘及驢化牛痘の研究」（警務彙報』190、1921）。
 15 大久保利政「朝鮮種痘令に就て」（『警務彙報』227、1924）59 頁。
 16 大久保利政「朝鮮種痘令に就て」（『警務彙報』227、1924）60 頁。 
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比べると 9 分の 1 に減っている。しかし、1915 ～ 17 年の 50 名未満の水準までには戻ら
なかった。1930 年に、痘瘡患者数は再び 1000 人を超えた 
17
。1932 年に再び痘瘡が流行する
と、総督府の衛生課長は次のように嘆いた──「実に寒心に堪へない 
18
」と。植民地末期ま
で痘瘡は朝鮮で絶滅しなかった。少なくとも 1910 年代の水準まで減少させることもでき
なかった。
2　朝鮮人の非協力と接種率
　植民地朝鮮で痘瘡が激減せず、相次いで発生したのはなぜか。その理由を総督府の牛痘
政策から読み取ろうとするならば、まず期待よりも低い接種率が挙げられる。総督府の接
種努力にもかかわらず、牛痘は十分に普及しなかった。種痘令が発布される前の 1930 年
代の統計によると、総督府の行政力が最も深く浸透していた京城府さえも、接種予定者の
うちの 70％が春秋定期種痘に参加するだけであった。善感有無を確認するための検痘に
行く人々は、そのうちの半数ほどであった。
　総督府は、接種率が上がらない原因は朝鮮の民衆の幼稚な衛生思想にあると考えた。衛
生思想が幼稚な朝鮮人は痘瘡が予防できる牛痘を受けず、避ける傾向があると見たのであ
る。たとえ、牛痘を接種したとしても、すぐその場で塩をもって擦って洗う人もいた。民
衆が無知ゆえ、牛痘接種が徹底して実施できないという評価が生まれる状況であった。未
接種者が多く存在する状況で痘瘡が発生する場合、伝染の速度や規模はとてつもなく、防
疫は容易ではなかった。
　朝鮮人、とりわけ民衆には劣悪な衛生思想しかないという指摘は、総督府だけによって
なされたのではない。朝鮮の知識人、たとえば朝鮮の言論界もまた民衆の不十分な衛生観
念を指摘していた。民衆は牛痘法が発見される以前から伝わってきた風習をそのまま踏襲
していた。知識人は、文明化しているはずのキリスト教信者や小学校教師でさえも旧習か
ら抜け出ていないと嘆いた 
19
。
　朝鮮の知識人によれば、民衆は未開で愚かな風俗に固執するのではなく、総督府の防疫
政策に従うべきであった。痘瘡患者が発生すれば、すぐに警察署に申告し、必要な防疫措
置を要求すべきであった 
20
。しかし、民衆は痘瘡患者が発生しても、隠しがちであった。言
論界では朝鮮人をその衛生観念によって色分けした。すなわち、衛生意識のない家の場合
は警察の取り締まりを嫌がり、患者が発生しても秘密裏に治療を講じるが、衛生思想を持っ
ている人々は「当局の厳重な調査を希望」した、というのである。ある医者は朝鮮民衆の
劣悪な衛生観念を思うと、「無意識にため息が出て、朝鮮の衛生はいつ発展」するのかと
 17 1930 年 1418 名、1931 年 1376 名、1932 年 2787 名、1933 年 4928 名であった。
 18 西亀三圭「天然痘に就て」（『朝鮮及満洲』294、1932）91 頁。
 19 「천연두 예방에 개를 잡아먹어」『朝鮮日報』1932 年 5 月 22 日。
 20 「가소로운 천연두 예방법」『朝鮮日報』1932 年 5 月 22 日。
